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大
野
市
長

天
谷
光
治

大
野
市
議
会
議
長

本
田　

章

新年あけまして
 おめでとうございます。

　市民の皆様には、日ごろから市政

に対する温かいご理解と絶大なるご

協力をいただき、厚くお礼を申し上

げます。

　より豊かで住みよい市
まち

を目指し、

さらに創意工夫を重ねて皆様のご期

待に応えられるよう決意を新たにし

ております。

　本年も変わらぬご支援・ご協力を

賜りますとともに、皆様のご健勝と

ご多幸を心よりご祈念申し上げ、新

年のごあいさつといたします。



地域に根ざした住まい・まちづくり Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
大
賞
を
受
賞

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
大
賞
を
受
賞
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昨
年
十
月
、
市
は
「
地
域
に
根

ざ
し
た
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
（
ホ
ー
プ
）

計
画
の
特
別
表
彰
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
大

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
と
は
「
Ｈ
ｏ
ｕ

ｓ
ｉ
ｎ
ｇ　

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｐ
ｒ
ｏ

ｐ
ｅ
ｒ　

Ｅ
ｎ
ｖ
ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ

ｎ
ｔ
」
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の

で
、
直
訳
す
る
と
「
適
切
な
環
境

の
住
宅
」
の
意
味
と
な
り
ま
す
。

　

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
計
画
は
、
旧
建
設
省

に
よ
り
昭
和
五
十
八
年
度
に
創
設

景
観
を
損
な
わ
な
い
市
営
住
宅
や

市
街
地
の
小
公
園
整
備
な
ど
、
城

下
町
の
景
観
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
や
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
な

ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組

み
全
体
が
評
価
さ
れ
、
特
別
表

彰
を
受
賞
。
全
国
で
、
当
市
を
含

む
十
四
市
町
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

ま
た
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
大
賞
の
ほ
か
、

「
御
清
水
周
辺
整
備
」
が
、
Ｈ
Ｏ

Ｐ
Ｅ
賞
を
受
賞
。「
明
治
公
園
整

備
事
業
」と「
三
番
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
」「
イ
ン
フ
ィ
ル
型
市
営
住
宅
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

さ
れ
た
も
の
で
す
。
計
画
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
、
気
候
・
風

土
、
伝
統
、
文
化
、
地
場
産
業
な

ど
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の

発
意
と
創
意
に
よ
り
、
住
ま
い
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
計
画

推
進
協
議
会
に
、
各
都
道
府
県
や

百
七
の
市
区
町
村
ほ
か
、
各
団
体

な
ど
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
昭
和
六
十
年
度
に
「
大

野
市
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
計
画
」
を
策
定
。

そ
の
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

に
元
町
会
館
な
ど
木
造
に
よ
る
集

会
所
の
整
備
を
は
じ
め
、
周
囲
の

 

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
奨
励
賞

  

「
明
治
公
園
整
備
事
業
」

 

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
奨
励
賞

  

「
イ
ン
フ
ィ
ル
型
市
営
住
宅
」

 

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
奨
励
賞

  

「
三
番
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
」

地域に根ざした住まい・まちづくり

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
賞

  

「
御
清
水
周
辺
整
備
」
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第
四
回
大
野
市
景
観
賞
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
平
成
九
年
か
ら

二
年
に
一
度
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
優
れ
た
景
観
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
る
建
築
物
や
工
作

物
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
建
築

部
門
」
と
、
環
境
美
化
や
保
全

な
ど
景
観
の
維
持
向
上
に
携
わ

る
個
人
や
団
体
を
対
象
と
す
る

「
活
動
部
門
」
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
自
薦
他
薦
を
合

わ
せ
、
全
部
で
十
九
件
（
建
築

十
七
件
・
活
動
二
件
）
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
実
施
要
綱
の
規

定
に
基
づ
き
、
都
市
景
観
審
議

会
で
、
書
類
審
査
や
現
地
視
察

な
ど
を
行
い
選
考
。
建
築
部
門

二
件
・
活
動
部
門
一
件
を
決
定

し
ま
し
た
。

大
野
市

観
賞

大
野
市

第
四
回

景
観
賞

大
野
市

第
四
回

景

　この住宅は、平成15年に改修されたもので
す。七間通りに面した場所に位置し、２階部分
に設けた格子などの歴史を感じさせるデザイン
が、周辺のまちなみと調和しています。
　玄関部分から突き出て設けたショーウィンド
ウが、洋服店らしく明るい雰囲気をかもし出し
ているほか、壁面を白色、柱などを茶系の色彩
とし、周辺の建築物との調和を図っています。

鳥山昌純氏所有　店舗併用住宅
（元町６－８）

建 築
部 門

　100年以上経過し老朽化した門を、平成12年
に改築したものです。かつては村上氏と姻戚関
係にある猪野毛氏が所有していました。
　改築の材料には、門の古材を積極的に利用。
新建築と意識させないよう落ち着いた色彩を用
いるなど、周辺との調和が図られています。
　この地に残された門を改築し、周辺景観への
配慮を行ったことなどが評価されました。

村上寛典氏所有  猪野毛邸  正門、薬医門
（新田３－８）

建 築
部 門

　平成７年ごろ、田の雑草対策として、２～３
人の仲間で、あぜにシバザクラを植え始めたの
がきっかけ。乾側地区全域に協力者が広がり、
現在、32人が活動しています。
　４月から５月末にかけ、田や農道のあぜ一面
に広がる、じゅうたんを敷き詰めたようなシバ
ザクラの花。毎年、着実に面積を広げ、市の玄
関口に壮大で美しい景観をつくり出しているこ
となどが評価されました。

花のジュータン（乾側地区）活 動
部 門



（５）2004.1  広報おおの

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
技
術
に
よ
り
、
大

量
の
情
報
が
迅
速
で
効
率
的
に
処

理
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
の
利
便

性
は
大
変
向
上
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
行
政
機

関
や
民
間
事
業
者
が
、
大
量
の
個

人
情
報
を
保
有
す
る
こ
と
に
よ
り

「
自
分
の
情
報
が
知
ら
な
い
間
に

漏
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」「
誤

っ
た
情
報
が
利
用
さ
れ
た
り
収
集

さ
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
っ
た
不
安
が
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
個
人
情
報
は
、
不

適
正
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
個
人
の
権
利
や
利
益
な
ど
を

侵
害
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
が
保
有
す
る
個
人
情

報
に
つ
い
て
適
正
に
取
り
扱
う
た

め
、
利
用
や
提
供
に
つ
い
て
制
限

を
設
け
た
「
大
野
市
個
人
情
報
保

護
条
例
」
を
制
定
ま
し
た
。

　

個
人
情
報
と
は
、

　

個
人
に
関
す
る
情
報
で
、
特
定

の
個
人
が
分
か
る
す
べ
て
の
情
報

の
こ
と
で
す
。

　

具
体
例
と
し
て
は
、
氏
名
、
住

所
、
年
齢
、
職
業
、
所
得
、
家
族

状
況
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

条
例
で
は
、
市
が
保
有
す
る
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
次

の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。

・
自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
開

示
の
請
求
が
で
き
ま
す

・
開
示
さ
れ
た
情
報
が
事
実
と
異

な
る
場
合
、
訂
正
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す

・
情
報
が
適
正
に
取
り
扱
わ
れ
て

い
な
い
場
合
、
利
用
の
停
止
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
は
、
市
が

保
有
す
る
個
人
情
報
事
務
の
内
容

や
項
目
な
ど
を
記
録
し
た
も
の
で

す
。
フ
ァ
イ
ル
は
四
月
一
日
か
ら

市
役
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
行
政
係

　
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
４
）

適
正
な
取
り
扱
い
へ

対
象
と
な
る
個
人
情
報

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

　

第
三
百
二
十
九
回
臨
時
市
議
会

が
、
十
一
月
二
十
一
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
や
、

一
般
会
計
の
補
正
予
算
案
な
ど
五

議
案
を
審
議
。
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

12月補正　一般会計の主な事業

◆土木費
　・除雪経費（除雪機械借上料）
　　…………………………５０,０００千円
　・下水道事業特別会計繰出金
　　（消費税還付金による市債償還利子分
　　の減）………………－３３,０２８千円
◆民生費
　・障害者居宅生活支援事業
　　（ホームヘルプサービスなどの利用増）
　　……………………………８,３２９千円
◆衛生費
　・老人医療費適正化対策事業
　　（高額医療費支給システムの導入）
　　……………………………１,６００千円
◆総務費
　・コミュニティ助成事業
　　…………………………… ６,９０0千円

除
雪
機
械
の
借
り
上
げ
料
な
ど

一
般
会
計
に
三
千
九
百
万
円
余
り
を
追
加

　

第
三
百
三
十
回
の
定
例
市
議
会

が
、
十
二
月
三
日
か
ら
十
七
日
に

か
け
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」
や

「
大
野
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
案
」
を
は
じ
め

「
大
野
市
個
人
情
報
保
護
条
例
案
」

な
ど
全
十
五
議
案
を
審
議
。
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
決
算
認
定
議
案
二
議
案
も
、
原

案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
三
千
九
百
六
十
九
万

五
千
円
を
追
加
。
予
算
総
額
は
百

四
十
三
億
六
千
九
百
二
十
六
万
九

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
同

期
と
比
べ
二
・
一
％
の
減
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
除
雪
経
費
や
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

増
え
た
こ
と
な
ど
に
対
応
す
る
障

害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
、
ま
た

高
額
医
療
費
の
支
給
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
老
人
医
療
費
適
正
化
対

策
事
業
な
ど
で
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
と
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

　

東
方
治
男
（
64
歳
・
中
津
川
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

清
水
英
男
（
58
歳
・
明
倫
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

人
事
案
件
も
同
意

情
報
に
対
す
る
請
求

平
成
16
年
４
月
１
日
実
施

大
野
市
個
人
情
報
保
護
制
度
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昨
年
十
二
月
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
な
る
「
み
ん
ス

ポ
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
型
ク
ラ
ブ
は
、
種
目

や
年
齢
な
ど
の
枠
を
超
え
、
幅
広

い
競
技
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
に

応
じ
て
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
こ
と
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
や
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
は
じ
め
、
指

導
者
の
資
質
向
上
や
一
貫
指
導
に

よ
る
優
秀
な
選
手
の
育
成
、
ま
た

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
有
効
活
用
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
な
ど
の

効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
み
ん
ス
ポ
ク
ラ
ブ
」
の

発
足
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
開
催

さ
れ
て
き
た
市
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

「
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
」
が
、
ク

ラ
ブ
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
十
種

目
以
上
を
予
定
。
さ
ら
な
る
内
容

の
充
実
や
会
員
拡
大
な
ど
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
で
は
「
だ
れ
も
が
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で

も
」
を
目
指
し
、
四
月
以
降
に
活

動
を
本
格
化
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
事
務
局
（

1
66
・
６
３
０
８
）
か
、
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
1
66
・
１
１

１
１
内
線
５
３
１
）
ま
で
。

「みんスポクラブ」は次の内容を
目指しながら活動を行います

①いろんな種目に参加できる
　バレーボールやサッカーなどのチームスポーツ、陸上や
テニスなどの個人スポーツ、そのほか武道や健康体操など、
幅広い種目に参加できるクラブを目指します。

　
②子どもから大人、高齢者まで活動できる
　子どもの相撲教室や、大人によるニュースポーツサークル、
親子でのレクリエーション活動など、さまざまな年齢が
活動できる内容を目指します。

　
③いろんな目的で活動できる
　「うまく・強くなりたい」「楽しみたい」「体力をつけ
たい」「健康でいたい」「子どもを指導したい」など、
さまざまな目的で活動のできるクラブを目指します。

　
④だれでも入会できる
　「年齢」や「できる、できない」「うまい、下手」や「経
験のある、ない」は、クラブ活動に関係ありません。自
分の目的に応じて活動のできるクラブを目指します。

　
⑤会員の希望で活動内容が増える
　「親子でバドミントンを定期的に行いたい」会員が集ま
れば「○曜日の○時、○○体育館で親子バドミントン」
などと活動内容を増やすことが可能です。また、スポー
ツのほか文化的な活動なども予定しています。

よ
り
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
環
境
目
指
し

昨年の「みんなでスポーツ」の様子
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昨
年
十
一
月
九
日
、
衆

議
院
総
選
挙
と
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投

票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
の
投
票
率
は
小

選
挙
区
が
六
二
・
一
五
％
、

比
例
代
表
が
六
二
・
一
二

％
、
国
民
審
査
が
六
一
・

〇
四
％
で
し
た
。

　

過
去
最
低
の
投
票
率
と

な
り
、
衆
議
院
議
員
小
選

挙
区
で
は
、
前
回
と
比
べ

五
・
一
七
ポ
イ
ン
ト
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

○当日の有権者数
　男　　１４，８８１人
　女　　１６，６４４人
　合計　３１，５２５人
○投票者数と投票率
　男　　９，４６９人（６３．６３％）
　女　１０，１１３人（６０．７６％）
　計　１９，５８２人（６２．１２％）
○有効投票　　　　　　　１８，５２２票
○無効投票・その他　　　　１，０６０票
［政党別の得票数］
　自由民主党　　　　　　　９，６２７票
　民主党　　　　　　　　　５，８２４票
　公明党　　　　　　　　　１，６２４票
　日本共産党　　　　　　　　　９６８票
　社会民主党　　　　　　　　　４７９票

比例代表選出議員選挙

○当日の有権者数
　男　　１４，８７３人
　女　　１６，６４３人
　合計　３１，５１６人
○投票者数と投票率
　男　　９，４７３人（６３．６９％）
　女　１０，１１５人（６０．７８％）
　計　１９，５８８人（６２．１５％）
○有効投票            　　１９，１９３票
○無効投票・その他　　　　　３９５票
［候補者別の得票数］
　 当選  山本　拓　　６２，５５８票
 （大野市分　　７，８５４票）
　 当選 若泉　征三　４３，１４３票）
 （比例代表） （大野市分　　５，４６５票）
 平泉　渉　　３１，１２０票
　 （大野市分　　５，１６３票）
 宇野　邦弘　　５，１１８票
 （大野市分　　　 ７１１票）　

小選挙区選出議員選挙

○当日の有権者数
　男　　１４，８７３人
　女　　１６，６４３人
　合計　３１，５１６人
○投票者数と投票率
　男　　９，２９３人（６２．４８％）
　女　　９，９４４人（５９．７５％）
　計　１９，２３７人（６１．０４％）

最高裁判所裁判官国民審査

第
43
回  

衆
議
院
議
員
総
選
挙
と

　
　
　
　
　
　
　
第
19
回  

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

十
一
月
十
四
日
、
第
二
回
大
野

市
・
和
泉
村
合
併
協
議
会
が
、
和

泉
村
ふ
れ
あ
い
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

十
一
月
十
四
日
、
第
二
回
大
野

市
・
和
泉
村
合
併
協
議
会
が
、
和

泉
村
ふ
れ
あ
い
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
ま
ず
、
合
併
協
定
項

目
の
調
整
方
針
と
し
て
、
基
本
原

則
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

①
一
体
性
の
確
保

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

③
負
担
の
公
平

④
健
全
な
財
政
運
営

⑤
行
政
改
革
の
推
進

　

続
い
て
、
合
併
の
方
式
や
新
市

の
名
称
、
事
務
所
の
位
置
な
ど
、

基
本
四
項
目
に
つ
い
て
協
議
。
次

の
内
容
を
承
認
し
ま
し
た
。

・
合
併
の
方
式
は
「
編
入
」

・
新
市
の
名
称
は
「
大
野
市
」

・
新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
、
現

在
の
大
野
市
役
所
の
位
置

　

こ
の
ほ
か
合
併
の
期
日
に
つ
い

て
は
、
継
続
し
て
審
議
を
行
う
こ

と
と
し
、
議
員
と
農
業
委
員
の
定

数
や
任
期
に
関
し
て
は
、
小
委
員

会
を
設
置
し
付
託
。
そ
の
結
果
を

受
け
て
、
協
議
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
十
一
月
二
十
六
日
に
は
、

有
終
会
館
で
第
三
回
協
議
会
が
行

わ
れ
、
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る

内
容
の
ほ
か
、
新
た
に
四
項
目
を

審
議
。
三
項
目
に
つ
い
て
次
の
と

お
り
承
認
し
ま
し
た
。

・
和
泉
村
の
財
産
お
よ
び
債
務
は

す
べ
て
大
野
市
に
引
き
継
ぐ

・
和
泉
村
の
一
般
職
の
職
員
は
、

す
べ
て
大
野
市
の
職
員
と
し
て

引
き
継
ぐ

・
条
例
や
規
則
な
ど
は
大
野
市
の

も
の
を
適
用
し
、
今
後
、
協
議

調
整
さ
れ
た
内
容
を
踏
ま
え
、

整
理
を
行
う

　

合
併
の
期
日
に
つ
い
て
は
、
再

度
継
続
し
て
審
議
を
行
う
こ
と
に

な
り
、
和
泉
村
の
町
・
字
の
名
称

に
つ
い
て
は
、
和
泉
村
の
意
向
を

尊
重
し
協
議
す
る
こ
と
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
和
泉
村
の
町
・
字

の
名
称
に
つ
い
て
は
、
全
戸
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
基
に
話
し
合
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

大
野
市
・
和
泉
村
合
併
協
議
会

　
（
1
66
・
１
６
０
０
）

編
入
合
併
を
承
認

大
野
市
・
和
泉
村
合
併
協
議
会
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冬の感染症を予防しましょう

2004.1　№ 178

～ちょっと気になる健康料理～
変わりおつぼ

（エネルギー：271㌔㌍　塩分：0.6㌘）
　サトイモが入ったぜんざい「おつぼ」。この伝承料
理に、ひと工夫を加えた一品です。寒い日にどうぞ。
①洗ったアズキを少量の水となべに入れ火にかける。
煮立ったら一度煮汁を捨て、800ccの水を入れて柔
らかくなるまで煮る。
②なべに50㌘（半量）の砂糖を入れ弱火でしばらく
煮る。十分煮えたら残りの砂糖を入れ、なじんだと
ころで塩を加えて火を止める。
③皮をむいたサトイモを煮る。柔らかくなったものを
熱いうちにつぶし、ソバ粉を加える。耳たぶくらい
の硬さに練り、2～3㌢くらいの大きさに丸める。
④なべに湯を沸かし、③で作った団子を入れる。浮か
んできたところで冷水の入ったボウルにとる。
⑤②のアズキに団子を入れ、2～ 3分煮て出来上がり。

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

材料（４人分）
アズキ・・・130㌘　　砂糖・100㌘
サトイモ・・120㌘　　塩・・小さじ2分の1
ソバ粉・・・80㌘　 　 水・・800cc

　

赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
い
子
ど
も
が

よ
く
か
か
る
感
染
症
で
す
。

　

主
な
症
状
は
、
吐
く
、
下
痢
を

す
る
な
ど
で
、
体
の
水
分
や
電
解

質
が
失
わ
れ
る
た
め
、
十
分
な
水

分
補
給
を
し
て
脱
水
症
状
を
予
防

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

吐
き
続
け
て
元
気
が
な
く
な
っ

た
、
唇
が
乾
く
、
尿
が
少
な
い
な

ど
の
状
態
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、

脱
水
症
状
が
疑
わ
れ
ま
す
。
早
め

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
分
補
給
に
は
、
電
解
質
の
バ

ラ
ン
ス
が
調
整
さ
れ
た
市
販
の
イ

オ
ン
飲
料
な
ど
が
効
果
的
で
す
。

食
事
は
、
脂
肪
分
の
多
い
も
の
な

ど
は
避
け
、
消
化
が
良
い
も
の
を

与
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
予
防
に
は
、
帰
宅
時
や
調

理
前
な
ど
に
、
手
洗
い
を
し
っ
か

り
と
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
子

ど
も
の
お
む
つ
を
変
え
た
後
や
ト

イ
レ
の
後
な
ど
も
、
し
っ
か
り
手

洗
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
時
期
、
最
も
怖
い
感
染
症

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。
五
歳

か
ら
十
四
歳
ぐ
ら
い
の
年
齢
で
か

か
る
率
が
最
も
高
く
、
保
育
園
や

学
校
な
ど
集
団
生
活
の
中
で
感
染

す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

普
通
の
風
邪
よ
り
感
染
性
が
強

く
、
高
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
な
ど

全
身
に
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

肺
炎
や
気
管
支
炎
、
中
耳
炎
や

脳
炎
な
ど
合
併
症
を
お
こ
し
や
す

い
、
全
身
の
症
状
が
重
症
化
し
や

す
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
法
と
し
て
は
、

・
十
分
な
栄
養
を
取
り
、
過
労
や

　

夜
更
か
し
を
避
け
る

・
流
行
時
に
は
、
な
る
べ
く
人
混

　

み
に
入
ら
な
い

・
帰
宅
時
に
、
手
洗
い
・
う
が
い

　

を
す
る

・
室
内
の
乾
燥
を
防
ぎ
、
加
湿
や

　

換
気
を
行
う

・
の
ど
の
粘
膜
を
保
護
す
る
た
め

　

に
マ
ス
ク
を
利
用
す
る

・
予
防
接
種
を
受
け
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
予
防
接
種
に
は
、
感
染
予

防
と
重
症
化
予
防
の
二
つ
の
効
果

が
あ
り
、
接
種
し
て
二
週
間
後
か

ら
約
五
カ
月
間
、
持
続
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

接
種
の
回
数
は
、
間
隔
を
置
い

て
二
回
と
薬
事
法
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
近
年
か
か
っ
た
経
験

な
ど
個
人
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
た

め
、
医
師
の
説
明
や
指
示
を
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

毎
年
、
冬
か
ら
春
に
か
け
流
行
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染

症
。
こ
れ
ら
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す
る
も
の
で
、

子
ど
も
な
ど
抵
抗
力
が
弱
い
場
合
、
特
に
か
か
り
や
す
い
よ

う
で
す
。
今
回
は
、
子
ど
も
に
多
く
見
ら
れ
る
冬
の
感
染
症

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

（８）

感
染
性
胃
腸
炎

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（☎65・7333）
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暮
ら
し
の

気をつけよう！もちの事故

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ド
バ
イ
ス

　

お
雑
煮
や
お
し
る
こ
、
焼
き
も
ち
な
ど
、
も
ち

を
食
べ
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
の
時
期
。
毎
年
、

も
ち
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
た
こ
と
に
よ
る
窒
息
事

故
が
起
き
て
い
ま
す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
救
急
車
が
来
る
前
に
異

物
が
取
れ
た
場
合
で
も
、
呼
吸
停

止
の
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
、
体
へ

予
想
以
上
の
負
担
が
か
か
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
っ
か
り

と
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
る

・
事
前
に
お
茶
な
ど
の
水
分
を
十

　

分
に
取
っ
て
お
く
な
ど
、
の
ど

　

を
潤
し
て
か
ら
食
べ
る

・
食
べ
る
と
き
は
、
ゆ
っ
く
り
と

　

よ
く
か
ん
で

・
食
事
の
合
間
も
、
水
や
お
茶
な

　

ど
水
分
を
取
っ
て
、
の
ど
を
潤

　

す
よ
う
心
が
け
る

　

お
正
月
に
な
る
と
、
も
ち
を
詰

ま
ら
せ
た
こ
と
に
よ
る
窒
息
事
故

が
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
発

生
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
食
べ
物
を
丸
飲
み
し
て

し
ま
う
こ
と
が
原
因
と
言
わ
れ
、

大
き
な
塊
が
誤
っ
て
気
管
へ
入
る

こ
と
で
、
呼
吸
が
出
来
な
く
な
る

も
の
で
す
。

　

歯
が
無
か
っ
た
り
入
れ
歯
だ
っ

た
り
す
る
お
年
寄
り
や
、
歯
の
生

え
そ
ろ
っ
て
い
な
い
乳
幼
児
に
起

こ
り
や
す
く
、
最
悪
の
場
合
、
死

亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

の
ど
に
詰
ま
ら
せ
や
す
い
食
べ

物
と
し
て
は
、
も
ち
を
は
じ
め
、

み
か
ん
、
ち
く
わ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

（
幼
児
の
場
合
）
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

中
で
も
、
も
ち
の
場
合
は
、
粘

り
が
強
い
こ
と
な
ど
か
ら
簡
単
に

取
れ
ず
、
指
を
入
れ
て
取
り
除
こ

う
と
焦
っ
た
結
果
、
逆
に
奥
へ
押

し
込
ん
で
し
ま
っ
た
、
と
い
っ
た

こ
と
が
多
く
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
苦
し
が
っ
て
歯
を
食
い

し
ば
り
、
取
り
除
こ
う
に
も
、
口

の
中
へ
手
を
入
れ
ら
れ
な
い
と
い

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ

・
手
の
ひ
ら
で
背
中
を
た
た
く

・
詰
ま
っ
た
も
ち
な
ど
が
、
手
で

　

取
れ
る
か
ど
う
か
試
す

　
（
異
物
を
奥
へ
押
し
込
む
可
能

　

性
が
あ
る
な
ど
、
無
理
そ
う
で

　

あ
れ
ば
す
ぐ
に
や
め
る
）

・
口
を
開
け
、
あ
ご
を
の
け
ぞ
ら

　

せ
、
口
と
の
ど
が
一
直
線
と
な

　

る
よ
う
な
状
態
に
し
て
か
ら
、

　

掃
除
機
の
細
い
先
端
を
使
っ
て

　

吸
い
込
ま
せ
る

　
（
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
た
状
態
で

　

掃
除
機
を
入
れ
る
、
唇
や
舌
を

吸
い
込
ま
な
い
よ
う
注
意
）

原
因
の
多
く
は
丸
飲
み

詰
ま
っ
た
と
き
の
対
処

食
べ
方
な
ど
工
夫
し
予
防

市　役　所
生活環境課消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ☎66・1111　内線 464（　　　）

「身に覚えのない請求」が急増中！
　最近、知らない相手から、突然請求を受ける「身
に覚えのない請求」に関する相談が増えています。
　このような、はがきや封書などによる「身に覚
えのない請求」は、何らかの方法で入手した名簿
などを元に、架空の請求を不特定多数に対して送
りつけているものと考えられます。このような請
求には、毅然（きぜん）とした対応を取りましょう。

・身に覚えのない請求には、応じない
・「連絡せよ」と書いてあっても、連絡しない
　（電話番号など個人情報を知られないためにも、
　こちらからは絶対に連絡しない）
・万が一に備え、届いた書面などを保管しておく

　身に覚えのないものなど、不審な請求が届いて
心配な場合は、その請求書などを持参し、消費者セ
ンターまで相談下さい。



が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
収
入
と
な
る
も
の

・
コ
メ
や
野
菜
な
ど
の
販
売
代
金

・
家
で
食
べ
る
農
産
物

・
そ
の
他
、
農
業
に
関
す
る
収
入

●
必
要
経
費
と
な
る
も
の

・
苗
や
肥
料
、
農
薬
な
ど
の
費
用

・
農
業
施
設
や
農
業
機
械
な
ど
の

　

減
価
償
却
費
、
修
繕
費

・
田
ん
ぼ
や
農
業
施
設
な
ど
に
か

　

か
る
固
定
資
産
税

・
土
地
改
良
事
業
の
負
担
金

・
田
植
え
や
刈
り
取
り
作
業
な
ど

　

の
委
託
料

・
農
業
に
か
か
る
動
力
光
熱
費

・
そ
の
他
、
農
業
に
関
す
る
費
用

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民
税

　

係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４

　

２
４
）
大
野
税
務
署
個
人
課
税

　

部
門
（
☎
66
・
２
１
３
４
）
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ＯＹＡＴＴＯ（オヤット）
天文クラブ

　

気
の
合
う
仲
間
と
星
空
に
夢

今月のスナップ

税金Ｑ＆Ａ
その⑦

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
〒９１２－８６６６大野市天神町
１－１市役所情報広報課広報広聴
係（☎66・１１１１　内線４４１）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

大きな声で「ハイ」
（ふるさとかるた予選会）

　

オ
ヤ
ッ
ト
天
文
ク
ラ
ブ
は
、
大

矢
戸
に
あ
る
天
文
台
を
拠
点
に
、

天
体
観
測
や
星
の
研
究
な
ど
を
行

っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

平
成
三
年
に
結
成
し
、
現
在
メ

ン
バ
ー
は
七
人
。
ユ
ニ
ー
ク
な
グ

ル
ー
プ
名
は
、天
文
台
が
あ
る「
大

矢
戸
」
の
地
名
と
、
宇
宙
の
不
思

議
に
「
お
や
っ
と
」
驚
く
様
子
を

掛
け
て
名
付
け
た
そ
う
で
す
。

　
「
気
の
合
う
仲
間
と
わ
い
わ
い

言
い
な
が
ら
、
星
を
見
て
い
る
と

き
が
何
よ
り
楽
し
い
で
す
。
季
節

や
時
間
に
よ
っ
て
位
置
や
輝
き
が

さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
の
で
、
い

く
ら
眺
め
て
い
て
も
飽
き
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
望
遠
鏡
を
通

す
こ
と
で
、
日
ご
ろ
見
慣
れ
た
星

空
が
、
ま
っ
た
く
違
う
も
の
に
見

え
る
ん
で
す
よ
」
と
会
長
を
務
め

る
川
崎
利
夫
さ
ん
。

　

少
し
で
も
多
く
の
人
に
天
体
観

測
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
天
文
台
を
開
放
し
て
星
空
観

察
会
を
開
催
。
昨
年
三
月
の
火
星

を
見
る
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
約
百
人

も
の
人
が
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
小
学
校
や
公
民
館
の
依

頼
に
応
じ
、
天
文
教
室
や
出
前
天

体
観
測
を
行
う
な
ど
、
幅

広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
認

め
ら
れ
、
昨
年
九
月
「
星

空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街

全
国
協
議
会
」
で
、
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
受
賞
が
、
全
国

の
天
文
グ
ル
ー
プ
と
の
交

流
に
つ
な
が
る
と
う
れ
し

い
」「
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
に
星
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
さ
ら
に
活
動
の
幅
を

広
げ
て
い
き
た
い
」
と
張

り
切
る
皆
さ
ん
。

　
「
近
い
将
来
、
み
ん
な

で
海
外
へ
出
掛
け
、
日
本
で
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
南
十
字
星
や

オ
ー
ロ
ラ
な
ど
を
、
じ
っ
く
り
観

察
し
て
み
た
い
で
す
ね
」
と
夢
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

天
文
教
室
や
出
前
天
体
観
測
の

申
し
込
み
は
、
会
長
の
川
崎
さ
ん

（
☎
65
・
０
７
２
４
）
ま
で
。

　

こ
れ
ま
で
、
高
齢
農
家
や
規
模

の
小
さ
い
農
家
が
確
定
申
告
を
行

う
場
合
、
農
業
所
得
を
計
算
す
る

目
安
と
し
て
「
農
業
所
得
標
準
」

を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
農
業
所
得
標
準
が

廃
止
さ
れ
、
平
成
十
六
年
分
か
ら

「
収
支
計
算
」
で
の
申
告
へ
と
変

わ
り
ま
す
。

　

収
支
計
算
と
は
、
一
年
分
（
一

〜
十
二
月
）
の
収
入
金
額
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
き
、
実
際
の
所

得
金
額
を
計
算
す
る
方
法
で
す
。

所
得
金
額
＝
収
入
金
額̶

必
要
経
費

　

収
支
計
算
に
は
、
伝
票
や
領
収

書
な
ど
、
収
入
や
経
費
が
分
か
る

書
類
を
保
管
し
、
記
録
す
る
こ
と

収
支
計
算
と
は
？

農
業
所
得
の
確
定
申
告

　
　
　
　

収
支
計
算
へ

　

平
成
十
六
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、
農
業
所
得
の
計
算
方
法
が
変

わ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

※
確
定
申
告
ま
で
の
流
れ

①
収
入
と
経
費
が
分
か
る
書

　

類
を
保
管
し
帳
簿
に
記
録

　
　
　
　
　

←

②
記
録
し
た
金
額
を
項
目
ご

　

と
に
集
計

　
　
　
　
　

←

③
集
計
し
た
金
額
に
基
づ
き

　

収
支
内
訳
書
を
作
成

　
　
　
　
　

←

④
収
支
内
訳
書
に
基
づ
き
、

　

確
定
申
告
書
を
作
成

　
　
　
　
　

←

⑤
収
支
内
訳
書
と
確
定
申
告

　

書
を
税
務
署
に
提
出



　

六
呂
師
小
学
校
で
は

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
地

域
を
学
ぼ
う
と
、
全
児

童
が
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
「
ふ
る
さ
と

学
習
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
「
フ
ァ
イ
ト
隊
」
は

「
牛
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
聞
作
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
学
期
は
学
校
近
く
の
牧

場
を
訪
ね
、
機
械
を
使
っ
た
乳
搾

り
や
、
子
牛
に
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ

る
作
業
を
体
験
。
そ
の
ほ
か
「
一

日
に
出
る
牛
乳
の
量
は
」
「
体
重

は
ど
れ
く
ら
い
か
」
「
何
を
食
べ

る
の
か
」
な
ど
、
興
味
を
持
っ
た

こ
と
を
順
番
に
質
問
し
ま
し
た
。

　

二
学
期
は
「
ミ
ル
ク
工
房
奥
越

前
」
に
出
掛
け
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
の
作
り
方
を
取
材
。
実
際
に
調

理
を
し
な
が
ら
、
材
料
や
手
順
を

細
か
く
記
録
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の「
元
気
隊
」は「
六

呂
師
の
水
中
生
物
」
が
テ
ー
マ
で
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　何かとお酒を飲む機会が多いお
正月。今回は北陸三県の日本酒を
まとめた本を紹介します。
　作り手や原料、製造過程など、
さまざまな視点から北陸の酒のお
いしさを分析。各県の酒の甘辛度
や濃淡度を、表や数値を使って分
かりやすく比較しています。
　北陸には、日本酒の味を生かす
独特の発酵食品が多く、陶器や漆
器などの酒器もそろっていること
から、酒と肴（さかな）と器とを
つなぐ洗練された「酒文化」が培
われてきたと説明されています。
　酒にまつわる話を読みながら、
じっくりと地酒を楽しむのも良い
かもしれませんね。

電子メールで市民提案　E-mail　yamabiko@city.ono.fukui. jp
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体験通し“ふるさと”学ぶ

六呂師小学校
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武
井
天
さ
ん
は
、
昨
年
十
一
月

に
開
か
れ
た
北
信
越
ベ
ン
チ
プ
レ

ス
選
手
権
大
会
の
男
子
五
十
六
㌔

級
に
出
場
し
、
百
〇
六
㌔
の
サ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
（
十
四
〜
十
八
歳
）
日

本
記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
は
、
バ
ー

ベ
ル
を
持
ち
上
げ
る
パ
ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
の
一
つ
で
、
台
に

あ
お
向
け
に
寝
た
状
態
で
行
う
も

の
で
す
。
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
に
は
、
こ
の
ほ
か
、
バ
ー
ベ

ル
を
肩
に
担
い
で
立
ち
上
が
る
ス

ク
ワ
ッ
ト
、
床
に
置
い
た
バ
ー
ベ

ル
を
垂
直
に
引
き
上
げ
る
デ
ッ
ド

リ
フ
ト
が
あ
り
、
三
種
目
の
合
計

重
量
で
記
録
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

武
井
さ
ん
が
本
格
的
に
こ
の
競

技
を
始
め
た
の
は
、
高
校
一
年
生

の
夏
休
み
。
父
親
で
世
界
選
手
権

三
位
の
実
績
を
持
つ
康
弘
さ
ん
の

指
導
も
あ
り
急
成
長
を
遂
げ
、
当

初
、
三
百
十
五
㌔
だ
っ
た
自
己
記

録
が
、
わ
ず
か
一
年
半
で
四
百
二

十
四
㌔
ま
で
伸
び
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
昨
年
は
ベ
ン
チ
プ

レ
ス
の
大
会
で
三
回
に
わ
た
り
日

本
記
録
を
更
新
。
八
月
に
開
か
れ

た
、
全
日
本
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ワ

ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
で

は
、
初
出
場
・
初
優
勝
の
快
挙
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
限
界
に
挑
戦
し
、
一

つ
ひ
と
つ
壁
を
突
破
し
て
い
く
と

こ
ろ
が
魅
力
。
練
習
を
積
み
重
ね

た
結
果
が
は
っ
き
り
と
数
字
に
表

れ
、
張
り
合
い
と
な
り
ま
す
。
試

合
で
は
、
一
瞬
の
集
中
力
と
瞬
発

力
が
重
要
で
す
。
狙
っ
て
い
た
と

お
り
の
記
録
が
出
せ
た
と
き
は
、

最
高
に
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

今
年
は
体
の
成
長
に
合
わ
せ
て

階
級
を
上
げ
六
十
七
・
五
㌔
級
に

挑
戦
。
「
今
年
の
夏
開
か
れ
る
、

世
界
選
手
権
の
舞
台
に
立
つ
こ
と

が
目
標
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
全
日
本
選
手
権
で
優
勝
す
る

こ
と
。
自
分
の
力
を
信
じ
て
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と
、
練
習

に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

す
。
川
や
田
ん
ぼ
な
ど
、
水
辺
の

生
き
物
を
探
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

図
鑑
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
学
期
は
、
田
ん
ぼ
や
プ
ー
ル

な
ど
近
場
を
、
二
学
期
に
は
、
地

元
を
流
れ
る
唐
谷
川
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
川
で
は
、
タ
ニ

シ
や
プ
ラ
ナ
リ
ア
、
カ
ワ
ゲ
ラ
の

幼
虫
な
ど
、
約
十
種
類
の
水
中
生

物
を
発
見
。
体
長
を
測
り
、
色
や

形
を
じ
っ
く
り
観
察
し
た
ほ
か
、

学
校
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
図
鑑

を
使
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
さ

ら
に
詳
し
く
調
べ
ま
し
た
。

　

三
学
期
、
い
よ
い
よ
新
聞
と
図

鑑
作
り
の
総
仕
上
げ
。
保
護
者
や

地
域
の
人
た
ち
を
招
く
発
表
会
に

向
け
、
み
ん
な
張
り
切
っ
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
し
た
。

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
で
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
日
本
新

　

武た
け　
井い　　

天て
ん　

さ
ん
（
高
校
二
年
生
・
茜
町
）

北陸電力企画　橋本確文堂刊

『北陸酒紀行』



　着物姿でまちなか散策を楽しむイベント「小京都
着物でそぞろ歩き」が、11月16日に開かれました。
県内各地から参加した約30人が「越前大野小京都
物産五番まつり」でにぎわう五番通りや七間通りを
歩き、小京都の風情を満喫していました。

話題の広場
2004.1 広報おおの（12）

　  情報広報課広報広聴係☎66・1111
話題の広場

　土打地係の九頭竜川河川敷で11月16日、不法投棄さ
れたごみの一斉撤去が行われました。地域の人や県廃
棄物不法処理防止連絡協議会のメンバーなど約60人
が参加。約2時間で自転車やテレビ、農業用ビニール
など、4㌧トラックで3台分ものごみが回収されました。

　路線バス大野線（福井－大野間）が、11月
26日に開業55周年を迎えました。「越美北
線と乗合バスに乗る運動を進める会」のメン
バーらが、チラシや記念品を手渡し、乗客一
人ひとりへ利用促進を呼び掛けました。

　日ごろ読書に親しんでいる人たちの親ぼくを深
めようと、11月15日に図書館で「第27回奥越合
同読書大会」が開かれました。この日は、当市出
身の詩人・正津勉さんによる講演も行われ、参加
した約30人が熱心に聞き入っていました。

　下黒谷ふれあい会館が11月18日に落成しました。
木造平屋建ての建物は、面積約182平方㍍で総事業
費は約2千4百万円です。今後、むらづくりの活動
拠点として、地域の会合や研修などに利用されます。

不法投棄物を一斉撤去

親ぼく深め読書もっと楽しく

開業55周年で利用促進ＰＲ

下黒谷ふれあい会館落成

そぞろ歩きで風情満喫



遊歩道のさく倒し（11月27日）

麻那姫像の雪囲い（12月1日）

話題の広場
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身近な話題をお知らせください。

話題の広場

　本格的な積雪シーズンを前に、麻那姫像の雪囲
いや「仏御前の滝」に続く遊歩道のさく倒しなど
が行われました。遊歩道のさく倒し（11月27日）

　農事組合法人「アバンセ乾側」が建設を進めてい
た「麦・ソバ用乾燥調製施設」と「乾側地区地域農
業管理施設」が完成し、11月23日に竣工式が行わ
れました。今後、担い手育成の研修や米パンの製造
販売など、幅広い活動の拠点として利用されます。

　大野市経済活性化会議の第2回全体会が11月27日
に文化会館で開かれました。「歴史的な資源を生か
したまちづくり」や「民間まちづくり機関設立」な
ど具体的な講演内容に、各種産業団体や組合から参
加したメンバーが熱心に聞き入っていました。

　生活に密着した問題から、消費に関する知識などを
知る「わくわく奥越消費者フェスタ2003」が、11月
27日～12月2日に開かれました。消費トラブルに関
するパネル展示や、悪徳商法の対処法を紹介した紙芝
居など、さまざまな内容から知識を学んでいました。

「活性化会議」がまちづくり学ぶ

かしこい消費者になろう

共同農業の拠点施設完成

観光地も雪に備え

麻那姫像の雪囲い（12月1日）



ご協力をお願いします
積雪期のごみ収集

る
場
合
は
、
納
期
限
ま
で
に
必
ず

口
座
残
高
を
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課
高
齢
福

　

祉
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

４
８
２
）

　

児
童
虐
待
と
は
、
親
ま
た
は
親

に
代
わ
る
養
育
者
が
、
子
ど
も
の

心
や
体
を
傷
つ
け
た
り
、
健
全
な

成
長
や
発
育
を
損
な
わ
せ
た
り
、

放
任
や
無
視
な
ど
、
子
ど
も
が
育

つ
過
程
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及

ぼ
す
行
為
で
す
。

　

児
童
へ
の
虐
待
は
子
ど
も
だ
け

で
は
な
く
、
親
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の

サ
イ
ン
と
も
い
え
ま
す
。
見
つ
け

た
り
気
が
付
い
た
り
し
た
場
合
は

次
の
機
関
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

県
総
合
福
祉
相
談
所

　
（
☎
０
７
７
６
・
24
・
５
１
３

　

８
）
▼
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
（
☎
66
・
２
０
７
６
）
▼
市

　

役
所
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
４
７
５
）
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1月

募
集
団
地　

西
里
団
地

規
格　

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数　

１
戸

家
賃　

月
額
６
７
０
０
円
〜
１
万

　

１
２
０
０
円

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
期
限　

１
月
23
日
㊎

そ
の
他　

町
家
住
宅
も
若
干
空
き

　

部
屋
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
☎

66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
６
）

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
の
調
製

を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
書
は
区

長
ま
た
は
農
家
組
合
長
を
通
じ
て

配
布
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
、
当
て
は
ま
る
人

で
、
ま
だ
申
請
書
が
配
布
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

選
挙
権
資
格
要
件

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　
（
平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
）

②
満
20
歳
以
上
の
人

　
（
平
成
16
年
３
月
31
日
現
在
）

③
10
㌃
以
上
の
農
地
耕
作
者
、
同

　

居
親
族
で
年
間
お
お
む
ね
60
日

　

以
上
の
耕
作
従
事
者

問
い
合
わ
せ
先　

市
農
業
委
員
会

　

事
務
局
（
☎
66
・
１
１
１
１
内

　

線
３
１
１
）

　

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
に
は

国
民
年
金
加
入
と
い
う
社
会
的
責

任
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
に
住
所
を
持
つ
20

歳
か
ら
59
歳
ま
で
の
人
は
、
原
則

と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
や
自
営
業
者
、
フ
リ
ー
タ

ー
の
人
は
、
市
役
所
へ
国
民
年
金

加
入
の
届
け
出
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

す
で
に
就
職
し
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
同

時
に
国
民
年
金
に
も
加
入
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
個
人

で
の
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
が
年
を

取
っ
た
と
き
の
所
得
保
障
と
な
る

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
事
故
や

病
気
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き

に
は
生
活
保
障
と
な
り
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
加
入

手
続
き
を
行
い
、
保
険
料
を
き
ち

ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
収
入
が
少
な
い
学
生
で
、

一
時
的
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
人
に
は
、
届
け
出
を
す

る
こ
と
で
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

印
鑑
と
学
生
証
を
持
参
し
、
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
年
金
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
６
）

　

平
成
15
年
度
４
期
分
の
介
護
保

険
料
の
納
期
限
は
、
２
月
２
日
㊊

で
す
。
市
内
に
住
所
の
あ
る
65
歳

以
上
（
第
１
号
被
保
険
者
）
で
、

年
金
か
ら
介
護
保
険
料
を
天
引
き

さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
金
融
機
関

へ
納
付
書
を
持
参
し
、
直
接
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い

20
歳
に
な
れ
ば
国
民
年
金

市
民
課

ご
協
力
く
だ
さ
い

児
童
虐
待
の
早
期
発
見

福
祉
課

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
受
け
付
け

市
農
業
委
員
会

４
期
分
の
介
護
保
険
料

納
期
は
２
月
２
日
ま
で

福
祉
課

①「ごみ」は必ず収集日の朝 8時までに出してください。
②収集作業がしやすいようステーション周囲の除雪をお願いします。
③「ごみ」は各町内の指定されたステーションへ出してください。
　ほかの地区のステーションへは、絶対持ち込まないでください。
④「ごみ」の収集は、積雪や道路事情などで、若干遅れることがあ
　ります。ご了承ください。
⑤一時的に大量に出る「ごみ」は、クリーンセンターへ直接持ち込
　んでください。
⑥空きビンは、冬期間（1・2月）回収しません。
　3月の回収日まで各家庭で保管してください。
問い合わせ先
　クリーンセンター（☎ 65・6120）　

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課



わが街の　安全・安心　110番
1月10日は「110番の日」です。
あなたの110番が事件の早期解決につながります。

110 番通報 6つのポイント
　①何がありましたか（事件名）
　②どこでありましたか（場所）
　③いつごろありましたか（時間）
　④犯人の特徴（人相など）
　⑤今どうなっていますか
　⑥あなたの住所、名前、携帯電話の番号など
　・携帯電話からの通報は切らないで。呼び返しができ
　　なくなります
　・県境付近での携帯電話による通報は、隣接の警察に
　　入ることがあります
　・いたずら電話はやめましょう
　なお、急ぎではない各種相談ごとなどは、大野警察署
（☎ 65・0110）または（☎＃ 9110）を利用ください。

エキサイト広場からのお知らせ
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● INFORMATION

　

11
月
20
日
に
開
か
れ
た
市
克
雪

市
民
会
議
で
、
今
冬
の
屋
根
雪
下

ろ
し
標
準
作
業
単
価
が
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

標
準
作
業
単
価　

１
万
２
５
０
０
円

　

こ
れ
は
屋
根
面
積
約
76
平
方
㍍

（
23
坪
）
当
た
り
の
単
価
で
、
排

雪
作
業
は
含
み
ま
せ
ん
。
原
則
と

し
て
弁
当
・
用
具
な
ど
は
作
業
者

の
持
参
と
な
り
ま
す
。
交
通
費
は

求
人
者
の
実
費
負
担
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
行
政
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
４
）

　

障
害
者
に
対
す
る
有
料
道
路
の

割
引
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
割
引
証
が
廃

止
さ
れ
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
の
提
示
で
割
引
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
新
た
に
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
福
祉
課
で

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
使
用
し
て
い
る
割

引
証
の
有
効
期
限
は
、
５
月
31
日

ま
で
で
す
。
有
効
期
限
内
に
申
請

屋
根
雪
下
ろ
し
作
業
単
価

総
務
課

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類　

身
体
障
害

　

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
自
動
車

　

検
査
証
、
運
転
免
許
証
（
本
人

　

が
運
転
す
る
場
合
）

改
正
点

①
割
引
証
を
廃
止
し
、
身
体
障
害

　

者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
提

　

示
す
る
だ
け
で
割
引
を
適
用

②
Ｅ
Ｔ
Ｃ
（
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動

　

料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
）
利
用

　

時
に
割
引
を
適
用

③
割
引
措
置
の
有
効
期
間
（
２
年

　

間
）
を
設
定

対
象
者

①
本
人
が
運
転
す
る
場
合

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

　

け
て
い
る
す
べ
て
の
人

②
介
護
者
が
運
転
す
る
場
合

　

第
一
種
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

　

は
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け

　

て
い
る
人

割
引
率　

道
路
利
用
料
金
の
５
割

●
そ
の
他
助
成
制
度

　

割
引
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い

る
人
が
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
購
入
す

る
場
合
、
そ
の
購
入
代
金
の
一
部

が
㈶
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
よ
り
助

成
さ
れ
ま
す
。

　

※
既
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
持
っ

　
　

て
い
る
人
も
対
象

　

人
数　

全
国
で
先
着
15
万
人

　

助
成
額　

１
万
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

　

社
会
福
祉
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
４
７
３
）

障
害
者
の
制
度
で
改
正

有
料
道
路
の
割
引
な
ど

㈶
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構

●アリーナ利用調整会議
　平成16年度のアリーナ（体育館）の円滑な利用を目
的に、利用団体の日程調整を行います。平成16年度に
アリーナを利用する予定のある団体は必ず出席してく
ださい。なお利用にあたっては、県や市、全国大会や
北信越大会などの日程を優先します。
日　時　2月27日㊎午後7時～
場　所　エキサイト広場
その他　参加を希望する団体は「使用許可申請書」に
　使用の希望予定日を記入し、提出してください（用
　紙はエキサイト広場にあります）
　　日程が重なり、変更をお願いする場合があります
　ので、会議には団体の責任者が出席してください
申請書提出締切日　2月20日㊎午後5時まで

●ビームライフル射撃教室
　日　時　1月24日～2月21日毎週土曜日（全5回）
　　　　　午後1時30分～3時30分
　対　象　中学生以上（初心者歓迎）
　定　員　20人
　参加料　200円（保険料含む）
　※ズックなど上履きを準備し、運動できる服装で参加
●リズム＆ストレッチ教室
　日　時　2月6日～3月5日毎週金曜日（全4回）
　　　　　午後7時30分～9時
　対　象　小学生以上（初心者歓迎）
　定　員　30人
　参加料　200円（保険料含む）
　※飲み物・タオルを準備し、運動できる服装で参加

申し込み・問い合わせ先　エキサイト広場（☎66・1433）
※問い合わせ時間：午前8時30分～午後5時

エキサイト広場からのお知らせ
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明
け
て
申さ
る

の
年
。
お

ご
そ
か
な
鐘
の
音
が
新

た
な
年
に
響
き
渡
る
。

わ
が
家
で
年
初
め
恒
例

と
な
っ
て
い
る
、
こ
の

鐘
つ
き
。
親
子
そ
ろ
っ

て
近
所
の
寺
に
詣も
う

で
、
百
八
つ
の
う
ち
貴
重
な

一
つ
を
突
か
せ
て
い
た
だ
く
。
腹
の
底
ま
で
響

く
鐘
の
音
を
聞
き
な
が
ら
一
年
の
ス
タ
ー
ト
を

切
る
▼
子
ど
も
の
こ
ろ
、
お
正
月
は
〝
特
別
〞

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
一
番
の
楽
し
み

は
、
祖
母
と
母
の
特
製
お
せ
ち
。
色
と
り
ど
り

の
縁
起
物
が
、
黒
塗
り
の
重
箱
に
行
儀
よ
く
並

ん
で
い
る
。
杵き
ね

つ
き
の
雑
煮
は
、
き
め
も
細
か

く
よ
く
伸
び
る
。
お
正
月
な
ら
で
は
の
味
に
舌

鼓
を
打
ち
、
皆
で
初
春
を
祝
う
。
三
が
日
は
ど

の
店
も
休
み
、
た
こ
揚
げ
、
こ
ま
回
し
、
か
る

た
と
り
な
ど
、
の
ん
び
り
と
し
た
中
に
も
風
情

が
あ
っ
た
▼
最
近
は
違
う
。
新
春
早
々
の
初
売

り
に
街
は
人
で
あ
ふ
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
フ
ァ

ス
ト
フ
ー
ド
を
求
め
る
人
の
列
。
お
せ
ち
や
お

も
ち
の
出
番
は
少
な
く
、
届
く
年
賀
状
も
印
刷

ば
か
り
で
味
気
な
い
▼
ふ
と
、
わ
が
家
に
目
を

や
れ
ば
、
刈
り
わ
ら
や
庭
の
竹
を
あ
し
ら
っ
た

手
製
の
し
め
縄
飾
り
や
門
松
。
色
つ
や
も
見
事

な
鏡
も
ち
は
昔
な
が
ら
の
杵
つ
き
。
元
日
に
は

ま
ず
先
祖
に
あ
い
さ
つ
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
あ

ら
た
ま
っ
て
座
敷
で
お
せ
ち
を
囲
み
家
庭
の
味

を
楽
し
む
。「
な
ん
か
、
背
筋
が
ピ
ン
と
伸
び

る
感
じ
。
い
い
よ
ね
、
こ
の
雰
囲
気
！
」
と
子

ど
も
た
ち
。
奥
越
の
地
に
特
別
な
お
正
月
は
健

在
で
あ
る
▼
大
切
な
初
節
だ
か
ら
こ
そ
、
手
間

暇
か
け
、
心
を
込
め
る
。
こ
れ
が
子
ど
も
た
ち

の
五
感
に
い
つ
ま
で
も
残
る
、
最
高
の
〝
お
年

玉
〞
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
　
　
　
　
（
羽
）

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数
人　　　口
　　　　男
　　　　女

11月中の異動

12月１日現在
11,937世帯
39,763人
19,008人
20,775人

前　月　比
－8世帯
－22人
－9人
－13人

転入
転出

49人
58人

出生
死亡

18人
31人

総　件　数
　　件　数
　　死　者
　　傷　者
物損事故

件数内訳

640件
147件
3人

209人
493件

平成15年
11 月 末 比 較平成14年

11 月 末
608件
169件
7人

221人
439件

＋32件
－22件
－4人
－12人
＋54件

人
身
事
故

発
行　
福
井
県
大
野
市
・
編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　

市
景
観
賞
な
ど
の
取
材
で
、

い
ろ
ん
な
場
所
へ
撮
影
に
。
住

所
を
見
な
が
ら
地
図
を
頼
り
に

出
掛
け
て
み
る
と
〝
身
近
な
と

こ
ろ
に
、
こ
ん
な
景
色
が
〞
と

驚
く
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
何

げ
な
い
場
所
に
あ
る
素
敵
な
景

色
、
そ
ん
な
〝
大
野
え
え
と
こ
〞

を
探
し
な
が
ら
の
ん
び
り
歩
く

の
も
良
い
か
も
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

　

江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け

て
玉
木
治
助
（
一
八
三
九
〜

一
九
一
〇
）
が
造
っ
た
土
人
形
。

方
言
で
人
形
を
「
デ
コ
ン
ボ
」

と
い
っ
た
こ
と
や
、
玉
木
家
の

屋
号
が
「
梅
屋
」
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
「
梅
屋
デ
コ
ン
ボ
」「
梅

屋
人
形
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

郷
土
歴
史
館
で
そ
の
何
体
か
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
野
え
え
と
こ
㉒

　平成13年度から市が認定している、将来に残していき

たいと思う大野らしい建築物や自然などを紹介します。

⑩

か
べ
く
ら
や
・
看
板
（
本
町
五―

十
四
）

　

三
番
通
り
に
面
し
、
石
灯
籠
通
り
か
ら
南
へ
四
軒

目
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
一
見
し
て
古
い
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
看
板
で
、
色
や
文
字
な
ど
に
歴
史

や
懐
か
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

杉
山
魚
店
・
看
板
（
本
町
六―

二
十
七
）

　

三
番
通
り
に
面
し
、
石
灯
籠
通
り
か
ら
北
へ
二
軒

目
に
位
置
。
素
朴
な
木
製
の
看
板
が
、
白
色
の
壁
面

に
映
え
、
町
家
風
の
造
り
で
あ
る
店
舗
と
調
和
。
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
が
か
も
し
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。


